
総 合 評 価

〔概要〕

テ ー マ

母子家庭等対策の総合的な見直しについて（法案名）

（母子及び寡婦福祉法等の一部を改正する法律案）

１ 評価テーマの設定

〔背景事情〕

・近年における離婚の急増により母子家庭数が急増

（母子家庭数）

昭和５８年 約７２万世帯 → 平成１０年 約９５万世帯

（離婚件数）評価の背景事情

平成元年 約１５万件 → 平成１２年 約２６万件

・これに伴う児童扶養手当の受給者数も急増。

（児童扶養手当受給者数）

平成４年度 約５６万世帯 → 平成１２年度 約７０万世帯

・母子家庭等のニーズの多様化

・ 福祉から就労へ」という各国の政策動向「

（母子家庭の就業状況）

母子家庭のうち就業している者の割合 ８４．９％

就業している者のうち

常用雇用者の割合 ５０．７％

臨時・パートの割合 ３８．３％

（平成１０年母子世帯等調査）

（養育費の取得状況）

離婚母子世帯のうち父親との間で養育費の取り決めをしている者の割合 ３５．１％

離婚母子世帯のうち父親から養育費を受けている者の割合 ２０．８％

（平成１０年母子世帯等調査）

〔契機等〕

・児童扶養手当の認定・給付業務の都道府県から市への移管（平成14

年８月）

・厚生労働省の発足により、福祉サービスと就労支援を同じ省で担当



雇用均等・児童家庭局家庭福祉課担 当 局 課

２ 評価の実施に当たっての設定条件、事前準備

→ 情報・データの収集、測定・分析の実施方法等

実 施 時 期 平成１３年１２月から平成１４年３月（国会提出）

評 価 期 間

母子家庭等に対する支援に関する以下の現行の施策等を中心として、

評 価 対 象 総合的に実施。

○母子家庭に対する総合的な相談機能

（現行制度や課題）

・母子相談員制度（都道府県）

○母子家庭等に対する子育て支援の体制

（現行制度や課題）

・保育所の受入れ

・母子家庭等居宅介護等事業

・子育て支援短期利用事業

○就労支援のあり方

（現行制度や課題）

・就業に関する相談、情報提供等の支援

・就業支援講習会事業等の実施

○養育費確保のあり方

（現行制度や課題）

・法律相談などの特別相談事業の実施

・扶養義務の履行確保

○経済的支援のあり方

（現行制度や課題）

・児童扶養手当の支給

・母子福祉資金の貸付

以下の観点から、我が国の母子寡婦対策を総合的に評価（見直し）を

行うもの。評 価 項 目

・ 子どもは、我が国の将来であり、その健全な育成は少子高齢化社会

の中で大きな課題となっていること。特に母子家庭については、母親

の就労等による収入をもって自立できること、そしてその上で子育て



ができることが子どもの成長にとって重要であり、また、子どもを地

域や社会全体で育んでいくことが併せて必要となっていること。

・ 一方、子どもに対する養育の責務は両親にあり離婚により変 わる

ものではないこと。離婚等によって子どもを監護しない親に対し、 そ

の責務を果たさせる必要があること。

評価に際して収 ・平成１０年全国母子世帯等調査

集した情報・デ 母子世帯等の生活実態（収入、就業状況、養育費の取得状況等）

ータ及び各種の ・人口動態統計

評価手法を用い 離婚数、率の推移

てこれらについ ・厚生省報告例

て行った分析・ 児童扶養手当受給者数の推移

・日本労働研究機構による平成１３年母子世帯の母への就業支援に関す測定の内容

る調査

３ 評価結果のとりまとめ

（総論）

評 価 結 果 ・子どものしあわせを第一に考えて、ひとり親家庭に対する「きめ細

かな福祉サービスの展開」と母子家庭の母に対する「自立の支援」

を主眼に置く。

・ 母子家庭等に対する総合的な支援を実施するためには、国におい

て、福祉施策と就労支援策の連携に配慮し、今後の施策展開のあり

方に関する基本方針等の策定等が必要。また、地方公共団体におい

ても、福祉施策と就労支援策に配慮して、地域の実情に応じた施策

の推進を計画的に図ることが重要である。

（母子家庭等に対する総合的な相談機能等）

・現在の母子家庭に対する相談は、都道府県において母子寡婦福祉資

金の貸付けの際などに母子相談員が中心となって行っているが、母

子家庭の自立や就労を支援するためには、福祉や就労に係る相談等

。 、の支援をさらに総合的かつ継続的に行うことが効果的である また

平成14年８月からの児童扶養手当の認定業務等の市等（市及び福祉

事務所を管理する町村をいう。以下同じ ）への移管も踏まえ、身。

近な市等における対応の充実を図ることが適当。

（母子家庭等に対する子育て支援の体制）

、 、・母子家庭及び父子家庭については １人で就労と子育てを行うため

保育所利用の必要性が高く、市町村における公正な方法による保育

所への入所児童の選考の際に、特別な配慮が必要である。現在、通

知に基づき、そのような取扱いが行われているが、これをさらに明

示的で効果的なものとする必要がある。

・これまでの母子家庭等居宅介護等事業は、介護人の派遣場所が利用

者の自宅に限られており、例えば、就労の支援等に資する講習会を



母が受講しているときに、その場で、子どもの世話をするために介

護人を派遣することは行われていない状況にある。

・保護者の疾病等の場合に児童の保護を行う「子育て支援短期利用事

業」については現在予算上の補助事業として実施されているが、子

育て支援の体制強化のためにも、法律上明確に位置付け、この普及

・促進等を図る必要。

（就労支援）

・ 母子家庭の自立を促進するためにも、職業相談から就業までの各

種の支援を一連的・一体的なものとして提供する体制が必要。

・ また、母子家庭等にはパート等で就業している者も多く、自立に

必要な収入が得られていない場合も多いため、これらの者に対する

教育訓練、技能訓練の機会を確保する必要。

（養育費確保）

・養育費については、母子家庭と父との間で取り決めている家庭は、

離別母子世帯の約35％、実際に取得しているものが約20％（平成10

年全国母子世帯等調査）という状況に鑑み、子どもと同居していな

い親からの養育費の確保を図る必要がある。

（経済的支援）

・児童扶養手当制度については、受給者が増大しており、かつ厳しい

財政状況においても、母子家庭の自立を支援する制度として将来に

わたり機能できる制度とすることが必要。特に、離婚等による生活

、 。の激変を緩和しつつ 母子家庭の自立を図る制度とする必要がある

・さらに、母子福祉貸付金については、将来の返済を考え、子どもの

就学等のために必要な額を借りにくいと指摘がされている。

・ 「今後の母子家庭等対策の基本方針について（報告 （自由民主結果の取りまと ）」

党。平成 年 月 日 「今後の母子家庭等対策についての基本めに当たって講 13 12 14 ）、
的方針 （公明党 月６日 「今後の母子家庭等対策についての基じた措置 」 ）、12
本方針 （保守党 月６日）を提言等を踏まえるとともに、全国母子」 12
寡婦福祉協議会及び都道府県等の母子寡婦団体と重ねて意見交換を行

い、さらにその他の関係団体からも意見を聴取した。

４ 評価結果の公表

厚生労働省として、関係省庁と協議の上、平成 年３月７日に「母子14
家庭等自立支援対策大綱」を取りまとめ、公表した。報 告 書 等

５ 評価結果を受けて講じようとする措置



別添法律案を第１５４回国会に提出。

措 置 内 容

６ その他

評価の実施体制
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母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱

第
一

改
正
の
趣
旨

近
年
に
お
け
る
離
婚
の
急
増
等
母
子
家
庭
等
を
め
ぐ
る
諸
状
況
の
変
化
に
か
ん
が
み
、
母
子
家
庭
等
の
自
立
を
促
進
す

る
た
め
、
総
合
的
な
母
子
家
庭
等
対
策
を
推
進
す
る
一
環
と
し
て
、
子
育
て
支
援
の
充
実
、
就
業
支
援
の
強
化
、
扶
養
義

務
の
履
行
の
確
保
、
児
童
扶
養
手
当
制
度
の
見
直
し
等
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

第
二

母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
の
一
部
改
正
の
要
点

一

扶
養
義
務
の
履
行

母
子
家
庭
等
の
児
童
の
親
は
、
扶
養
義
務
の
履
行
に
努
め
る
と
と
も
に
、
当
該
児
童
を
監
護
し
な
い
親
の
扶
養
義
務
の

履
行
の
確
保
に
努
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
扶
養
義
務
の
履
行
を
確
保
す
る
た
め
に

広
報
そ
の
他
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
五
条
関
係
）

二

母
子
自
立
支
援
員

母
子
相
談
員
の
名
称
を
母
子
自
立
支
援
員
に
改
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
業
務
に
職
業
能
力
の
向
上
及
び
求
職
活
動
に
関

す
る
支
援
を
追
加
す
る
こ
と
。
（
第
八
条
関
係
）
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三

基
本
方
針

厚
生
労
働
大
臣
は
、
母
子
家
庭
及
び
寡
婦
の
生
活
の
安
定
と
向
上
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
（
以
下
「

基
本
方
針
」
と
い
う
。
）
を
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
一
条
関
係
）

四

母
子
家
庭
及
び
寡
婦
自
立
促
進
計
画

都
道
府
県
等
は
、
基
本
方
針
に
即
し
、
母
子
家
庭
及
び
寡
婦
自
立
促
進
計
画
を
策
定
し
、
又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
母
子
福
祉
団
体
そ
の
他
の
関
係
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も

に
、
そ
の
内
容
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
二
条
関
係
）

五

母
子
福
祉
資
金
の
貸
付
け

１

都
道
府
県
知
事
に
よ
る
母
子
福
祉
資
金
の
貸
付
け
の
対
象
と
し
て
、
配
偶
者
の
な
い
女
子
が
現
に
扶
養
し
て
い
る
児

童
及
び
配
偶
者
の
な
い
女
子
で
現
に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
の
自
立
の
促
進
を
図
る
た
め
の
事
業
を
行
う
母
子
福

祉
団
体
を
追
加
す
る
こ
と
。
（
第
十
三
条
及
び
第
十
四
条
関
係
）

２

母
子
福
祉
貸
付
金
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
の
貸
付
け
を
受
け
た
者
が
、
所
得
の
状
況
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
事

由
に
よ
り
当
該
貸
付
金
を
償
還
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
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り
、
当
該
貸
付
金
の
償
還
未
済
額
の
一
部
を
免
除
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
五
条
関
係
）

六

母
子
家
庭
等
日
常
生
活
支
援
事
業
及
び
寡
婦
日
常
生
活
支
援
事
業

１

「
母
子
家
庭
居
宅
介
護
等
事
業
」
の
名
称
を
「
母
子
家
庭
等
日
常
生
活
支
援
事
業
」
に
改
め
る
と
と
も
に
、
当
該
事

業
の
対
象
者
と
し
て
配
偶
者
と
死
別
し
た
男
子
で
現
に
婚
姻
し
て
い
な
い
も
の
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
者
で
あ
っ
て
現
に

児
童
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
を
、
当
該
事
業
の
実
施
場
所
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
所
を
そ
れ
ぞ
れ
追
加
す

る
こ
と
。
（
第
十
七
条
関
係
）

２

「
寡
婦
居
宅
介
護
等
事
業
」
の
名
称
を
「
寡
婦
日
常
生
活
支
援
事
業
」
に
改
め
る
と
と
も
に
、
当
該
事
業
の
実
施
場

所
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
所
を
追
加
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
三
条
関
係
）

七

保
育
所
へ
の
入
所
に
関
す
る
特
別
の
配
慮

市
町
村
は
、
児
童
福
祉
法
の
規
定
に
よ
り
保
育
所
に
入
所
す
る
児
童
を
選
考
す
る
場
合
に
は
、
母
子
家
庭
等
の
福
祉
が

増
進
さ
れ
る
よ
う
に
特
別
の
配
慮
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
十
八
条
関
係
）

八

母
子
家
庭
就
業
支
援
事
業
及
び
寡
婦
就
業
支
援
事
業

１

都
道
府
県
は
、
就
職
を
希
望
す
る
母
子
家
庭
の
母
及
び
児
童
の
雇
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、
母
子
福
祉
団
体
と
緊
密
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な
連
携
を
図
り
つ
つ
、
母
子
家
庭
就
業
支
援
事
業
を
総
合
的
か
つ
一
体
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

（
第
三
十
条
関
係
）

２

都
道
府
県
は
、
就
職
を
希
望
す
る
寡
婦
の
雇
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、
母
子
福
祉
団
体
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
つ
つ

、
寡
婦
就
業
支
援
事
業
を
総
合
的
か
つ
一
体
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
五
条
関
係
）

九

母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金

都
道
府
県
等
は
、
配
偶
者
の
な
い
女
子
で
現
に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
の
雇
用
の
安
定
及
び
就
職
の
促
進
を
図
る

た
め
、
配
偶
者
の
な
い
女
子
で
現
に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
又
は
事
業
主
に
対
し
、
母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
を

支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
一
条
関
係
）

十

費
用

１

市
町
村
は
、
自
ら
行
う
母
子
家
庭
等
日
常
生
活
支
援
事
業
及
び
寡
婦
日
常
生
活
支
援
事
業
の
実
施
並
び
に
母
子
家
庭

自
立
支
援
給
付
金
の
支
給
に
要
す
る
費
用
を
支
弁
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
四
十
二
条
関
係
）

２

都
道
府
県
は
、
自
ら
行
う
母
子
家
庭
等
日
常
生
活
支
援
事
業
、
母
子
家
庭
等
就
業
支
援
事
業
、
寡
婦
日
常
生
活
支
援

事
業
及
び
寡
婦
就
業
支
援
事
業
の
実
施
並
び
に
母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
の
支
給
に
要
す
る
費
用
を
支
弁
す
る
と
と



- 5 -

も
に
、
市
町
村
が
支
弁
す
る
母
子
家
庭
等
日
常
生
活
支
援
事
業
及
び
寡
婦
日
常
生
活
支
援
事
業
の
実
施
に
要
す
る
費
用

の
う
ち
そ
の
四
分
の
一
以
内
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
四
十
三
条
及
び
第
四
十
四
条
関
係

）
３

国
は
、
市
町
村
又
は
都
道
府
県
が
支
弁
す
る
費
用
の
う
ち
、
母
子
家
庭
等
日
常
生
活
支
援
事
業
、
母
子
家
庭
就
業
支

援
事
業
、
寡
婦
日
常
生
活
支
援
事
業
及
び
寡
婦
就
業
支
援
事
業
の
実
施
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
そ
の
二
分
の
一
以

内
を
、
母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
の
支
給
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
そ
の
四
分
の
三
以
内
を
、
そ
れ
ぞ
れ
補
助
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
四
十
五
条
関
係
）

十
一

そ
の
他

そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
。

第
三

児
童
扶
養
手
当
法
の
一
部
改
正
の
要
点

一

児
童
扶
養
手
当
の
趣
旨

児
童
扶
養
手
当
（
以
下
「
手
当
」
と
い
う
。
）
の
趣
旨
と
し
て
、
手
当
の
支
給
を
受
け
た
母
は
、
自
ら
進
ん
で
そ
の
自

立
を
図
り
、
家
庭
の
生
活
の
安
定
と
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
追
加
す
る
こ
と
。
（
第
二
条
第
二
項
関
係
）
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二

認
定

受
給
資
格
及
び
手
当
の
額
に
つ
い
て
の
認
定
の
請
求
は
、
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て

五
年
を
経
過
し
た
と
き
は
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
旨
の
規
定
を
削
除
す
る
こ
と
。
（
第
六
条
第
二
項
関
係
）

三

支
給
の
制
限

１

母
で
あ
る
受
給
資
格
者
の
監
護
す
る
児
童
が
父
か
ら
当
該
児
童
の
養
育
に
必
要
な
費
用
の
支
払
を
受
け
た
と
き
は
、

受
給
資
格
者
が
当
該
費
用
の
支
払
を
受
け
た
も
の
と
み
な
し
て
、
受
給
資
格
者
の
所
得
の
額
を
計
算
す
る
も
の
と
す
る

こ
と
。
（
第
九
条
第
二
項
関
係
）

２

母
で
あ
る
受
給
資
格
者
に
対
す
る
手
当
は
、
受
給
資
格
者
が
認
定
の
請
求
を
し
た
月
（
以
下
「
支
給
開
始
月
」
と
い

う
。
）
の
初
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
た
と
き
又
は
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
月
の
初
日
か
ら
七
年
を
経

過
し
た
と
き
（
認
定
の
請
求
を
し
た
日
に
お
い
て
三
歳
未
満
の
児
童
を
監
護
す
る
受
給
資
格
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
児

童
が
三
歳
に
達
し
た
月
の
翌
月
の
初
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
た
と
き
）
は
、
そ
の
一
部
を
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
こ

と
。
た
だ
し
、
当
該
支
給
し
な
い
額
は
、
当
該
受
給
資
格
者
に
支
払
う
べ
き
手
当
の
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を

超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
三
条
の
二
第
一
項
関
係
）
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３

２
の
期
間
を
経
過
し
た
後
に
お
い
て
、
当
該
受
給
資
格
者
が
身
体
上
の
障
害
が
あ
る
場
合
等
に
は
、
そ
の
該
当
し
て

い
る
期
間
は
、
２
の
支
給
制
限
を
適
用
し
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
三
条
の
二
第
二
項
関
係
）

４

手
当
の
全
部
又
は
一
部
を
支
給
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
事
由
と
し
て
、
母
で
あ
る
受
給
資
格
者
が
、
正
当
な
理
由
が

な
く
て
、
求
職
活
動
そ
の
他
自
立
を
図
る
た
め
の
活
動
を
し
な
か
っ
た
と
き
等
を
追
加
す
る
こ
と
。
（
第
十
四
条
関
係

）

四

相
談
及
び
情
報
提
供
等

都
道
府
県
知
事
等
は
、
手
当
の
認
定
の
請
求
を
し
た
者
又
は
受
給
資
格
者
に
対
し
、
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提

供
及
び
助
言
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
十
八
条
の
二
関
係
）

五

そ
の
他

そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
。

第
四

児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
の
要
点

一

子
育
て
短
期
支
援
事
業
の
実
施

子
育
て
短
期
支
援
事
業
と
は
、
保
護
者
の
疾
病
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
家
庭
に
お
い
て
養
育
を
受
け
る
こ
と
が
一
時
的
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に
困
難
と
な
っ
た
児
童
に
つ
い
て
、
児
童
養
護
施
設
そ
の
他
の
施
設
に
入
所
さ
せ
、
必
要
な
保
護
を
行
う
事
業
を
い
い
、

市
町
村
は
、
子
育
て
短
期
支
援
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
条
の
二
第
十
三
項
及
び
第
三
十

四
条
の
八
関
係
）

二

費
用

市
町
村
が
支
弁
す
る
子
育
て
短
期
支
援
事
業
の
実
施
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
都
道
府
県
は
そ
の
四
分
の
一
以
内
を
、

国
は
そ
の
二
分
の
一
以
内
を
、
そ
れ
ぞ
れ
補
助
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
五
十
一
条
、
第
五
十
三
条
の
二
及
び
第

五
十
五
条
の
二
関
係
）

三

そ
の
他

そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
。

第
五

社
会
福
祉
法
の
一
部
改
正
の
要
点

児
童
福
祉
法
に
規
定
す
る
子
育
て
短
期
支
援
事
業
を
第
二
種
社
会
福
祉
事
業
に
追
加
す
る
ほ
か
、
第
二
の
六
の
改
正
に

伴
う
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
。
（
第
二
条
第
三
項
第
二
号
及
び
第
三
号
関
係
）

第
六

施
行
期
日
等
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一

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
一
条
関
係
）

二

経
過
措
置
等

こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
、
必
要
な
経
過
措
置
を
定
め
る
と
と
も
に
、
関
係
法
律
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行

う
こ
と
。
（
附
則
第
二
条
か
ら
第
五
条
ま
で
及
び
附
則
第
七
条
関
係
）

三

検
討

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
状
況
を
勘
案
し
、
母
子
家
庭
等
の
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
観
点
か
ら
、
母
子
家
庭

等
の
児
童
の
親
の
当
該
児
童
に
つ
い
て
の
扶
養
義
務
の
履
行
を
確
保
す
る
た
め
の
施
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え

、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
六
条

関
係
）
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母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条

第
十
条
）

－

第
二
章

基
本
方
針
等
（
第
十
一
条
・
第
十
二
条
）

第
三
章

母
子
家
庭
等
に
対
す
る
福
祉
の
措
置
（
第
十
三
条

第
三
十
一
条
）

－

第
四
章

寡
婦
に
対
す
る
福
祉
の
措
置
（
第
三
十
二
条

第
三
十
五
条
）

－

第
五
章

福
祉
資
金
貸
付
金
に
関
す
る
特
別
会
計
等
（
第
三
十
六
条
・
第
三
十
七
条
）

第
六
章

母
子
福
祉
施
設
（
第
三
十
八
条

第
四
十
一
条
）

－

第
七
章

費
用
（
第
四
十
二
条

第
四
十
五
条
）

－

第
八
章

雑
則
（
第
四
十
六
条
・
第
四
十
七
条
）
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附
則

第
一
条
中
「
母
子
家
庭
」
を
「
母
子
家
庭
等
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
母
子
家
庭
」
を
「
母
子
家
庭
等
」
に
、
「
お
か
れ
て
い
る
」
を
「
置
か
れ
て
い
る
」
に
、
「
す
こ
や

か
に
」
を
「
健
や
か
に
」
に
、
「
母
の
」
を
「
母
等
の
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
母
子
家
庭
の
母
」
を
「
母
子
家
庭
等

の
母
等
」
に
改
め
る
。

第
三
条
中
「
母
子
家
庭
」
を
「
母
子
家
庭
等
」
に
改
め
る
。

第
四
条
中
「
す
す
ん
で
」
を
「
進
ん
で
」
に
改
め
、
「
家
庭
生
活
」
の
下
に
「
及
び
職
業
生
活
」
を
加
え
る
。

第
二
十
四
条
を
第
四
十
七
条
と
し
、
第
二
十
三
条
を
第
四
十
六
条
と
し
、
第
四
章
を
第
八
章
と
す
る
。

第
三
章
中
第
二
十
二
条
の
二
を
第
四
十
一
条
と
し
、
第
二
十
二
条
を
第
四
十
条
と
す
る
。

第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
九
条
と
し
、
第
二
十
条
を
第
三
十
八
条
と
す

る
。第

三
章
を
第
六
章
と
し
、
同
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
七
章

費
用
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（
市
町
村
の
支
弁
）

第
四
十
二
条

次
に
掲
げ
る
費
用
は
、
市
町
村
の
支
弁
と
す
る
。

一

第
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
母
子
家
庭
等
日
常
生
活
支
援
事
業
の
実
施
に
要
す
る
費
用

二

第
三
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
の
支
給
に
要
す
る
費
用

三

第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
寡
婦
日
常
生
活
支
援
事
業
の
実
施
に
要
す
る
費
用

（
都
道
府
県
の
支
弁
）

第
四
十
三
条

次
に
掲
げ
る
費
用
は
、
都
道
府
県
の
支
弁
と
す
る
。

一

第
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
行
う
母
子
家
庭
等
日
常
生
活
支
援
事
業
の
実
施
に
要
す
る
費
用

二

第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
行
う
母
子
家
庭
就
業
支
援
事
業
の
実
施
に
要
す
る
費
用

三

第
三
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
行
う
母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
の
支
給
に
要
す
る
費
用

四

第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
行
う
寡
婦
日
常
生
活
支
援
事
業
の
実
施
に
要
す
る
費
用

五

第
三
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
行
う
寡
婦
就
業
支
援
事
業
の
実
施
に
要
す
る
費
用

（
都
道
府
県
の
補
助
）
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第
四
十
四
条

都
道
府
県
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
四
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
し
た
費
用
の

う
ち
、
同
条
第
一
号
及
び
第
三
号
の
費
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
四
分
の
一
以
内
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
国
の
補
助
）

第
四
十
五
条

国
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
四
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
支
弁
し
た
費
用
の
う
ち
、

同
条
第
一
号
及
び
第
三
号
の
費
用
に
つ
い
て
は
そ
の
二
分
の
一
以
内
を
、
同
条
第
二
号
の
費
用
に
つ
い
て
は
そ
の
四
分
の

三
以
内
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

国
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
四
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
支
弁
し
た
費
用
の
う
ち
、
同
条
第

一
号
、
第
二
号
、
第
四
号
及
び
第
五
号
の
費
用
に
つ
い
て
は
そ
の
二
分
の
一
以
内
を
、
同
条
第
三
号
の
費
用
に
つ
い
て
は

そ
の
四
分
の
三
以
内
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
章
の
三
中
第
十
九
条
の
六
を
第
三
十
七
条
と
し
、
第
十
九
条
の
五
を
第
三
十
六
条
と
す
る
。

第
二
章
の
三
を
第
五
章
と
す
る
。

第
十
九
条
の
四
第
一
項
中
「
第
十
六
条
、
第
十
七
条
及
び
第
十
九
条
」
を
「
第
二
十
五
条
、
第
二
十
六
条
及
び
第
二
十
九

条
」
に
、
「
第
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
五
条
第
一
項
」
に
、
「
第
十
七
条
中
」
を
「
第
二
十
六
条
中
」
に
改
め
、
同
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条
第
二
項
中
「
第
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
第
二
章
の
二
中
同
条
を
第
三
十
四
条
と
し
、
同

条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
寡
婦
就
業
支
援
事
業
等
）

第
三
十
五
条

国
は
、
前
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
共
職
業
安
定
所
が
講
ず
る
措
置

の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一

寡
婦
の
雇
用
の
促
進
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
を
行
う
こ
と
。

二

寡
婦
の
雇
用
の
促
進
に
関
す
る
業
務
に
従
事
す
る
者
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
す
る
研
修
を
行
う
こ
と
。

三

都
道
府
県
が
行
う
次
項
に
規
定
す
る
業
務
（
以
下
「
寡
婦
就
業
支
援
事
業
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
に

対
し
、
情
報
の
提
供
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ
と
。

２

都
道
府
県
は
、
就
職
を
希
望
す
る
寡
婦
の
雇
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、
母
子
福
祉
団
体
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
つ
つ
、

次
に
掲
げ
る
業
務
を
総
合
的
か
つ
一
体
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一

寡
婦
に
対
し
、
就
職
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
る
こ
と
。

二

寡
婦
に
対
し
、
職
業
能
力
の
向
上
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
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三

寡
婦
及
び
事
業
主
に
対
し
、
雇
用
情
報
の
提
供
そ
の
他
寡
婦
の
就
職
に
関
し
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
。

第
十
九
条
の
三
の
見
出
し
を
「
（
寡
婦
日
常
生
活
支
援
事
業
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
居
宅
に
お
け
る
」
を
「
居

宅
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
所
に
お
い
て
、
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
四
条
の
二
及
び
第
十
四
条
の
三

」
を
「
第
十
八
条
及
び
第
十
九
条
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
母
子
家
庭
居
宅
介
護
等
事
業
」
を
「
母
子
家
庭
等
日
常
生

活
支
援
事
業
」
に
、
「
寡
婦
居
宅
介
護
等
事
業
」
を
「
寡
婦
日
常
生
活
支
援
事
業
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
を
次
の
よ
う
に

改
め
る
。

４

第
二
十
一
条
か
ら
第
二
十
四
条
ま
で
の
規
定
は
、
寡
婦
日
常
生
活
支
援
事
業
を
行
う
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
第
二
十
二
条
第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ
り
、
及
び
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三

条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
二
条
第
一
項
」
と
、
第
二
十
三
条
中
「
第
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条

第
一
項
」
と
、
「
配
偶
者
の
な
い
者
で
現
に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
」
と
あ
る
の
は
「
寡
婦
」
と
、
第
二
十
四
条
中

「
第
十
七
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
三
条
第
一
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
九
条
の
三
を
第
三
十
三
条
と
す
る
。

第
十
九
条
の
二
第
一
項
中
「
第
十
条
第
一
項
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
」
に
、
「
児
童
」
及
び
「
児
童
（
二
十
歳
以
上
で
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あ
る
者
を
含
む
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
二
十
歳
以
上
で
あ
る
子
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者
」
と
、
「
配
偶
者
の
な
い
女
子
」

と
あ
る
の
は
「
寡
婦
」
を
「
児
童
の
」
と
あ
る
の
は
「
二
十
歳
以
上
で
あ
る
子
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者
の
」
と
、
「
配
偶

者
の
な
い
女
子
で
現
に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
」
と
あ
り
、
及
び
「
配
偶
者
の
な
い
女
子
」
と
あ
る
の
は
「
寡
婦
」
と

、
「
児
童
（
二
十
歳
以
上
で
あ
る
者
を
含
む
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
二
十
歳
以
上
で
あ
る
子
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者
」
に

改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
条
第
一
項
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
十
一
条
」
を
「
第
十

四
条
」
に
、
「
で
あ
つ
て
、
」
を
「
で
あ
つ
て
」
に
改
め
、
「
で
あ
る
も
の
」
の
下
に
「
並
び
に
寡
婦
の
自
立
の
促
進
を
図

る
た
め
の
事
業
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
行
う
母
子
福
祉
団
体
」
を
加
え
、
「
第
十
九
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
三
十

二
条
第
一
項
」
に
、
「
第
十
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
十
二
条

の
」
を
「
第
十
五
条
第
一
項
の
」
に
、
「
第
十
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
」
に
、

「
第
十
二
条
中
「
第
十
条
」
を
「
第
十
五
条
第
一
項
中
「
第
十
三
条
」
に
、
「
第
十
九
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る

第
十
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
を
次
の
よ
う

に
改
め
る
。

５

第
十
六
条
の
規
定
は
、
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
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る
第
十
四
条
に
規
定
す
る
貸
付
金
（
以
下
「
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
第
十
六
条
中
「
前
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、

第
十
四
条
並
び
に
第
十
五
条
第
一
項
」
と
、
「
第
十
三
条
及
び
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
貸
付
金
（
以
下
「
母
子
福
祉
資

金
貸
付
金
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
」
と
、
「
母
子
福
祉
資
金
貸
付
金
の
」
と
あ
る
の
は

「
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
の
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
十
九
条
の
二
を
第
三
十
二
条
と
す
る
。

第
二
章
の
二
を
第
四
章
と
す
る
。

第
十
九
条
第
一
項
中
「
図
る
た
め
」
の
下
に
「
、
事
業
主
そ
の
他
国
民
一
般
の
理
解
を
高
め
る
と
と
も
に
」
を
、
「
あ
つ

せ
ん
」
の
下
に
「
、
公
共
的
施
設
に
お
け
る
雇
入
れ
の
促
進
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
母
子
相
談
員
」
を
「
母
子
自
立

支
援
員
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

公
共
職
業
安
定
所
は
、
母
子
家
庭
の
母
の
雇
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、
求
人
に
関
す
る
情
報
の
収
集
及
び
提
供
、
母
子

家
庭
の
母
を
雇
用
す
る
事
業
主
に
対
す
る
援
助
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
二
章
中
第
十
九
条
を
第
二
十
九
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。
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第
三
十
条

国
は
、
前
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
共
職
業
安
定
所
が
講
ず
る
措
置
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う

も
の
と
す
る
。

一

母
子
家
庭
の
母
及
び
児
童
の
雇
用
の
促
進
に
関
す
る
調
査
及
び
研
究
を
行
う
こ
と
。

二

母
子
家
庭
の
母
及
び
児
童
の
雇
用
の
促
進
に
関
す
る
業
務
に
従
事
す
る
者
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
す
る
研
修
を
行
う

こ
と
。

三

都
道
府
県
が
行
う
次
項
に
規
定
す
る
業
務
（
以
下
「
母
子
家
庭
就
業
支
援
事
業
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
都
道
府

県
に
対
し
、
情
報
の
提
供
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ
と
。

２

都
道
府
県
は
、
就
職
を
希
望
す
る
母
子
家
庭
の
母
及
び
児
童
の
雇
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、
母
子
福
祉
団
体
と
緊
密
な

連
携
を
図
り
つ
つ
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
総
合
的
か
つ
一
体
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一

母
子
家
庭
の
母
及
び
児
童
に
対
し
、
就
職
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
る
こ
と
。

二

母
子
家
庭
の
母
及
び
児
童
に
対
し
、
職
業
能
力
の
向
上
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

三

母
子
家
庭
の
母
及
び
児
童
並
び
に
事
業
主
に
対
し
、
雇
用
情
報
の
提
供
そ
の
他
母
子
家
庭
の
母
及
び
児
童
の
就
職
に

関
し
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
。
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（
母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
）

第
三
十
一
条

都
道
府
県
等
は
、
配
偶
者
の
な
い
女
子
で
現
に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
の
雇
用
の
安
定
及
び
就
職
の
促

進
を
図
る
た
め
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
配
偶
者
の
な
い
女
子
で
現
に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
又
は
事
業

主
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
給
付
金
（
以
下
「
母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付
金
」
と
い
う
。
）
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

配
偶
者
の
な
い
女
子
で
現
に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
の
求
職
活
動
の
促
進
と
そ
の
職
業
生
活
の
安
定
と
を
図
る

た
め
の
給
付
金

二

配
偶
者
の
な
い
女
子
で
現
に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
の
知
識
及
び
技
能
の
習
得
を
容
易
に
す
る
た
め
の
給
付
金

三

前
二
号
に
掲
げ
る
給
付
金
以
外
の
給
付
金
で
あ
つ
て
、
政
令
で
定
め
る
も
の

第
十
八
条
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
七
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
保
育
所
へ
の
入
所
に
関
す
る
特
別
の
配
慮
）

第
二
十
八
条

市
町
村
は
、
児
童
福
祉
法
第
二
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
保
育
所
に
入
所
す
る
児
童
を
選
考
す
る
場
合

に
は
、
母
子
家
庭
等
の
福
祉
が
増
進
さ
れ
る
よ
う
に
特
別
の
配
慮
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
七
条
を
第
二
十
六
条
と
し
、
第
十
六
条
第
一
項
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
み
ず
か
ら
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」
を
「
自
ら
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
行
な
い
」
を
「
行
い
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
五
条
と
す
る
。

第
十
五
条
の
五
中
「
母
子
家
庭
居
宅
介
護
等
事
業
」
を
「
母
子
家
庭
等
日
常
生
活
支
援
事
業
」
に
、
「
第
十
四
条
」
を
「

第
十
七
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
四
条
と
す
る
。

第
十
五
条
の
四
中
「
母
子
家
庭
居
宅
介
護
等
事
業
」
を
「
母
子
家
庭
等
日
常
生
活
支
援
事
業
」
に
、
「
第
十
四
条
」
を
「

第
十
七
条
」
に
、
「
女
子
」
を
「
者
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
三
条
と
す
る
。

第
十
五
条
の
三
第
一
項
中
「
母
子
家
庭
の
」
を
「
母
子
家
庭
等
の
」
に
、
「
母
子
家
庭
居
宅
介
護
等
事
業
」
を
「
母
子
家

庭
等
日
常
生
活
支
援
事
業
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
二
条
と
す
る
。

第
十
五
条
の
二
中
「
母
子
家
庭
居
宅
介
護
等
事
業
」
を
「
母
子
家
庭
等
日
常
生
活
支
援
事
業
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十

一
条
と
す
る
。

第
十
五
条
中
「
母
子
家
庭
居
宅
介
護
等
事
業
（
第
十
四
条
」
を
「
母
子
家
庭
等
日
常
生
活
支
援
事
業
（
第
十
七
条
」
に
改

め
、
同
条
を
第
二
十
条
と
す
る
。

第
十
四
条
の
三
中
「
第
十
四
条
」
を
「
第
十
七
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
九
条
と
す
る
。

第
十
四
条
の
二
を
第
十
八
条
と
す
る
。
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第
十
四
条
の
見
出
し
を
「
（
居
宅
等
に
お
け
る
日
常
生
活
支
援
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
市
町
村
」
の
下
に
「
（
特
別
区

を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
「
が
そ
の
者
」
を
「
又
は
配
偶
者
と
死
別
し
た
男
子
で
現
に
婚
姻
を
し
て
い
な
い
も

の
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
者
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
で
あ
つ
て
民
法
第
八
百
七
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
現
に
児
童
を
扶
養

し
て
い
る
も
の
（
以
下
「
配
偶
者
の
な
い
者
で
現
に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
」
と
総
称
す
る
。
）
が
そ
れ
ら
の
者
」
に

、
「
そ
の
者
に
」
を
「
そ
れ
ら
の
者
に
」
に
、
「
そ
の
者
の
居
宅
に
お
け
る
」
を
「
そ
れ
ら
の
者
の
居
宅
そ
の
他
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
場
所
に
お
い
て
、
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
七
条
と
す
る
。

第
十
三
条
中
「
第
十
条
及
び
第
十
一
条
」
を
「
第
十
三
条
及
び
第
十
四
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
六
条
と
す
る
。

第
十
二
条
中
「
第
十
条
」
を
「
第
十
三
条
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

都
道
府
県
は
、
第
十
三
条
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
資
金
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
の
貸
付
け
を
受
け
た
者
が
、
所

得
の
状
況
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
事
由
に
よ
り
当
該
貸
付
金
を
償
還
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
つ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き

は
、
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
貸
付
金
の
償
還
未
済
額
の
一
部
の
償
還
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
二
条
を
第
十
五
条
と
す
る
。

第
十
一
条
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
、
「
で
あ
つ
て
、
」
を
「
で
あ
つ
て
」
に
改
め
、
「
で
あ
る
も
の
」
の
下
に
「
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又
は
そ
の
者
の
自
立
の
促
進
を
図
る
た
め
の
事
業
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
行
う
母
子
福
祉
団
体
」
を
加
え
、
「
当
該

事
業
」
を
「
こ
れ
ら
の
事
業
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
四
条
と
す
る
。

第
十
条
第
一
項
中
「
に
対
し
、
そ
の
」
を
「
又
は
そ
の
扶
養
し
て
い
る
児
童
に
対
し
、
配
偶
者
の
な
い
女
子
の
」
に
改
め

、
同
条
第
二
項
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
定
め
る
も
の
を
」
の
下
に
「
配
偶
者
の
な
い
女
子

で
現
に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
に
」
を
加
え
、
「
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
て
い
る
」
を
削
り
、
「
行
な
う
」
を
「
行
う

」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
三
条
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
二
条
及
び
章
名
を
加
え
る
。

（
基
本
方
針
）

第
十
一
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
母
子
家
庭
及
び
寡
婦
の
生
活
の
安
定
と
向
上
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
（

以
下
「
基
本
方
針
」
と
い
う
。
）
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２

基
本
方
針
に
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

母
子
家
庭
及
び
寡
婦
の
家
庭
生
活
及
び
職
業
生
活
の
動
向
に
関
す
る
事
項

二

母
子
家
庭
及
び
寡
婦
の
生
活
の
安
定
と
向
上
の
た
め
講
じ
よ
う
と
す
る
施
策
の
基
本
と
な
る
べ
き
事
項

三

都
道
府
県
、
市
（
特
別
区
を
含
む
。
）
及
び
福
祉
事
務
所
を
設
置
す
る
町
村
（
以
下
「
都
道
府
県
等
」
と
い
う
。
）
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が
、
次
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
策
定
す
る
母
子
家
庭
及
び
寡
婦
の
生
活
の
安
定
と
向
上
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る

計
画
（
以
下
「
母
子
家
庭
及
び
寡
婦
自
立
促
進
計
画
」
と
い
う
。
）
の
指
針
と
な
る
べ
き
基
本
的
な
事
項

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
母
子
家
庭
及
び
寡
婦
の
生
活
の
安
定
と
向
上
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
重
要
事
項

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
基
本
方
針
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
関
係
行
政
機
関

の
長
に
協
議
す
る
も
の
と
す
る
。

４

厚
生
労
働
大
臣
は
、
基
本
方
針
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変
更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
す
る
も
の
と
す

る
。

（
母
子
家
庭
及
び
寡
婦
自
立
促
進
計
画
）

第
十
二
条

都
道
府
県
等
は
、
基
本
方
針
に
即
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
母
子
家
庭
及
び
寡
婦
自
立
促
進
計
画
を
策

定
し
、
又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
母
子
福
祉
団
体
そ
の
他
の
関
係
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た

め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
そ
の
内
容
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

一

当
該
都
道
府
県
等
の
区
域
に
お
け
る
母
子
家
庭
及
び
寡
婦
の
家
庭
生
活
及
び
職
業
生
活
の
動
向
に
関
す
る
事
項

二

当
該
都
道
府
県
等
の
区
域
に
お
い
て
母
子
家
庭
及
び
寡
婦
の
生
活
の
安
定
と
向
上
の
た
め
講
じ
よ
う
と
す
る
施
策
の
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基
本
と
な
る
べ
き
事
項

三

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
職
業
能
力
の
向
上
の
支
援
そ
の
他
母
子
家
庭
及
び
寡
婦
の
生
活
の
安
定
と
向
上
の
た
め
に

講
ず
べ
き
具
体
的
な
措
置
に
関
す
る
事
項

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
母
子
家
庭
及
び
寡
婦
の
生
活
の
安
定
と
向
上
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
重
要
事
項

第
三
章

母
子
家
庭
等
に
対
す
る
福
祉
の
措
置

第
九
条
中
「
母
子
相
談
員
の
行
な
う
」
を
「
母
子
自
立
支
援
員
の
行
う
」
に
改
め
、
第
一
章
中
同
条
を
第
十
条
と
す
る
。

第
二
章
の
章
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
章

基
本
方
針
等

第
八
条
中
「
（
社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
に
定
め
る
福
祉
に
関
す
る
事
務
所
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
」
を
削
り
、
同
条
を
第
九
条
と
す
る
。

第
七
条
の
見
出
し
を
「
（
母
子
自
立
支
援
員
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
の
下
に
、
「
、
市
長
（

特
別
区
の
区
長
を
含
む
。
）
及
び
福
祉
事
務
所
（
社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
に
定
め
る
福
祉
に
関

す
る
事
務
所
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
管
理
す
る
町
村
長
（
以
下
「
都
道
府
県
知
事
等
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
「
母
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子
相
談
員
」
を
「
母
子
自
立
支
援
員
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

母
子
自
立
支
援
員
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
、
主
と
し
て
次
の
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一

配
偶
者
の
な
い
女
子
で
現
に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
及
び
寡
婦
に
対
し
、
相
談
に
応
じ
、
そ
の
自
立
に
必
要
な

情
報
提
供
及
び
指
導
を
行
う
こ
と
。

二

配
偶
者
の
な
い
女
子
で
現
に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
も
の
及
び
寡
婦
に
対
し
、
職
業
能
力
の
向
上
及
び
求
職
活
動
に

関
す
る
支
援
を
行
う
こ
と
。

第
七
条
第
三
項
中
「
母
子
相
談
員
」
を
「
母
子
自
立
支
援
員
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
と
す
る
。

第
六
条
中
「
市
町
村
長
」
の
下
に
「
（
特
別
区
の
区
長
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
条
を
第
七
条
と
す
る
。

第
五
条
中
第
四
項
を
第
六
項
と
し
、
第
三
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

４

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
母
子
家
庭
等
」
と
は
、
母
子
家
庭
及
び
父
子
家
庭
を
い
う
。

５

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
母
等
」
と
は
、
母
子
家
庭
の
母
及
び
父
子
家
庭
の
父
を
い
う
。

第
五
条
を
第
六
条
と
し
、
第
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
扶
養
義
務
の
履
行
）
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第
五
条

母
子
家
庭
等
の
児
童
の
親
は
、
当
該
児
童
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
成
さ
れ
る
よ
う
、
当
該
児
童
の
養
育
に
必

要
な
費
用
の
負
担
そ
の
他
当
該
児
童
に
つ
い
て
の
扶
養
義
務
を
履
行
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

母
子
家
庭
等
の
児
童
の
親
は
、
当
該
児
童
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
成
さ
れ
る
よ
う
、
当
該
児
童
を
監
護
し
な
い
親

の
当
該
児
童
に
つ
い
て
の
扶
養
義
務
の
履
行
を
確
保
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
母
子
家
庭
等
の
児
童
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
成
さ
れ
る
よ
う
、
当
該
児
童
を
監
護
し

な
い
親
の
当
該
児
童
に
つ
い
て
の
扶
養
義
務
の
履
行
を
確
保
す
る
た
め
に
広
報
そ
の
他
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
則
第
三
条
中
「
第
十
条
」
を
「
第
十
三
条
」
に
改
め
る
。

附
則
第
四
条
中
「
第
十
条
又
は
第
十
一
条
」
を
「
第
十
三
条
又
は
第
十
四
条
」
に
改
め
る
。

附
則
第
六
条
第
一
項
中
「
第
十
九
条
の
二
」
を
「
第
三
十
二
条
」
に
、
「
第
十
条
第
一
項
各
号
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項

各
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
九
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
三
十
二
条
第
一
項
」
に
、
「
第
十
条
第
一
項
」
を
「

第
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
七
条
第
一
項
中
「
第
十
九
条
の
二
第
三
項
」
を
「
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
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四
年
法
律
第

号
）
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
第
十
九
条
の
二
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
九

条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
三
十
二
条
第
一
項
」
に
、
「
第
十
条
第
一
項
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
」
に
、
「
第
十
九
条
の
二

第
三
項
」
を
「
第
三
十
二
条
第
三
項
」
に
、
「
第
十
一
条
」
を
「
第
十
四
条
」
に
改
め
る
。

（
児
童
扶
養
手
当
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条

児
童
扶
養
手
当
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
た
母
は
、
自
ら
進
ん
で
そ
の
自
立
を
図
り
、
家
庭
の
生
活
の
安
定
と
向
上
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
を
「
前
項
」
に
、
「
前
二
項
」
を
「
同
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同

条
第
二
項
と
す
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
翌
月
」
の
下
に
「
（
第
十
三
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
「
支
給
開
始
月
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
る
。

第
九
条
中
「
こ
の
条
」
を
「
こ
の
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

受
給
資
格
者
（
母
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
監
護
す
る
児
童
が
父
か
ら
当
該
児
童
の
養
育
に
必
要
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な
費
用
の
支
払
を
受
け
た
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
受
給
資
格
者
が
当
該
費
用
の
支
払
を
受
け
た
も
の

と
み
な
し
て
、
前
項
の
所
得
の
額
を
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。

第
九
条
の
二
中
「
前
条
」
を
「
前
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
第
九
条
」
を
「
第
九
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
十
三
条
の
二

受
給
資
格
者
（
母
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
す
る
手
当
は
、
支
給
開
始
月
の
初
日

か
ら
起
算
し
て
五
年
又
は
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
日
の
属
す
る
月
の
初
日
か
ら
起
算
し
て
七
年
を
経
過

し
た
と
き
（
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
請
求
を
し
た
日
に
お
い
て
三
歳
未
満
の
児
童
を
監
護
す
る
受
給
資
格

者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
児
童
が
三
歳
に
達
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
初
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
た
と
き
）

は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
一
部
を
支
給
し
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
支
給
し
な
い
額
は
、
そ
の
経
過
し
た

日
の
属
す
る
月
の
翌
月
に
当
該
受
給
資
格
者
に
支
払
う
べ
き
手
当
の
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
超
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

２

受
給
資
格
者
が
、
前
項
に
規
定
す
る
期
間
を
経
過
し
た
後
に
お
い
て
、
身
体
上
の
障
害
が
あ
る
場
合
そ
の
他
の
政
令
で
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定
め
る
事
由
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
受
給
資
格
者
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ

の
該
当
し
て
い
る
期
間
は
、
同
項
の
規
定
を
適
用
し
な
い
。

第
十
四
条
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

受
給
資
格
者
（
母
に
限
る
。
）
が
、
正
当
な
理
由
が
な
く
て
、
求
職
活
動
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
自
立
を

図
る
た
め
の
活
動
を
し
な
か
つ
た
と
き
。

五

受
給
資
格
者
が
、
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
請
求
又
は
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
関

し
、
虚
偽
の
申
請
又
は
届
出
を
し
た
と
き
。

第
二
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
相
談
及
び
情
報
提
供
等
）

第
二
十
八
条
の
二

都
道
府
県
知
事
等
は
、
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
請
求
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

届
出
を
し
た
者
に
対
し
、
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
及
び
助
言
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
十
九
条
第
一
項
中
「
書
類
」
の
下
に
「
（
当
該
児
童
の
父
が
支
払
つ
た
当
該
児
童
の
養
育
に
必
要
な
費
用
に
関
す
る

も
の
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。
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（
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
の
二
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

こ
の
法
律
で
、
子
育
て
短
期
支
援
事
業
と
は
、
保
護
者
の
疾
病
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
家
庭
に
お
い
て
養
育
を
受
け
る

こ
と
が
一
時
的
に
困
難
と
な
つ
た
児
童
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
児
童
養
護
施
設
そ
の
他

の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
に
入
所
さ
せ
、
そ
の
者
に
つ
き
必
要
な
保
護
を
行
う
事
業
を
い
う
。

第
三
十
四
条
の
七
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
三
十
四
条
の
八

市
町
村
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
子
育
て
短
期
支
援
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。

第
五
十
一
条
中
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

子
育
て
短
期
支
援
事
業
の
実
施
に
要
す
る
費
用

第
五
十
二
条
中
「
前
条
第
五
号
」
を
「
前
条
第
六
号
」
に
改
め
る
。

第
五
十
三
条
中
「
及
び
第
六
号
」
を
「
、
第
五
号
及
び
第
七
号
」
に
改
め
る
。
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第
五
十
三
条
の
二
中
「
に
対
し
て
は
」
を
「
並
び
に
第
五
十
一
条
第
五
号
の
費
用
に
対
し
て
は
」
に
改
め
る
。

第
五
十
四
条
中
「
第
五
十
一
条
第
五
号
」
を
「
第
五
十
一
条
第
六
号
」
に
改
め
る
。

第
五
十
五
条
の
二
中
「
に
対
し
て
は
」
を
「
並
び
に
第
五
十
一
条
第
五
号
の
費
用
に
対
し
て
は
」
に
改
め
る
。

（
社
会
福
祉
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条

社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
三
項
第
二
号
中
「
又
は
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
」
を
「
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
又
は
子
育
て
短
期

支
援
事
業
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三

母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
に
規
定
す
る
母
子
家
庭
等
日
常
生
活
支
援
事
業
又

は
寡
婦
日
常
生
活
支
援
事
業
及
び
同
法
に
規
定
す
る
母
子
福
祉
施
設
を
経
営
す
る
事
業

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）
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第
二
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「

旧
法
」
と
い
う
。
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
委
嘱
さ
れ
て
い
る
母
子
相
談
員
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の

母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
母
子
自
立
支
援
員

と
し
て
委
嘱
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

２

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
新
法
第
二
十
条
に
規
定
す
る
母
子
家
庭
等
日
常
生
活
支
援
事
業
を
行
い
、
又
は
休
止
し
て
い

る
国
及
び
都
道
府
県
以
外
の
者
で
あ
っ
て
、
旧
法
第
十
五
条
に
規
定
す
る
母
子
家
庭
居
宅
介
護
等
事
業
に
係
る
同
条
又
は
第

十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
て
い
る
も
の
は
、
新
法
第
二
十
条
又
は
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
も

の
と
み
な
す
。

３

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
新
法
第
三
十
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
寡
婦
日
常
生
活
支
援
事
業
を
行
い
、
又
は
休
止
し
て

い
る
国
及
び
都
道
府
県
以
外
の
者
で
あ
っ
て
、
旧
法
第
十
九
条
の
三
第
三
項
に
規
定
す
る
寡
婦
居
宅
介
護
等
事
業
に
係
る
同

項
又
は
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
旧
法
第
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
て
い
る
も
の
は
、
新
法
第
三
十
三
条
第

三
項
又
は
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
新
法
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
も
の
と
み
な
す
。

４

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
さ
れ
た
旧
法
第
十
五
条
の
四
（
旧
法
第
十
九
条
の
三
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
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）
の
規
定
に
よ
る
母
子
家
庭
居
宅
介
護
等
事
業
又
は
寡
婦
居
宅
介
護
等
事
業
の
制
限
又
は
停
止
の
命
令
は
、
新
法
第
二
十
三

条
（
新
法
第
三
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
母
子
家
庭
等
日
常
生
活
支
援
事
業
又

は
寡
婦
日
常
生
活
支
援
事
業
の
制
限
又
は
停
止
を
命
ず
る
処
分
と
み
な
す
。

（
児
童
扶
養
手
当
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
児
童
扶
養
手
当
法
（
次
条
に
お
い
て
「
旧
法
」
と
い

う
。
）
第
六
条
第
二
項
に
該
当
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
は
、
な
お
効
力
を
有
す
る
。

第
四
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
旧
法
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け
て
い
る
者
又
は
旧
法
の
規
定
に
よ
る
手
当
の

支
給
要
件
に
該
当
す
る
者
で
あ
っ
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
請
求
を
し
こ
の
法
律
の

施
行
の
日
以
後
に
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
児
童
扶
養
手
当
法
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
新
法
」
と
い

う
。
）
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け
た
も
の
に
対
す
る
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
に
関
し
新
法
第
十
三
条
の
二
の
規
定

を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
中
「
支
給
開
始
月
の
初
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
又
は
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る

に
至
つ
た
日
の
属
す
る
月
の
初
日
か
ら
起
算
し
て
七
年
を
経
過
し
た
と
き
（
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
請
求
を

し
た
日
に
お
い
て
三
歳
未
満
の
児
童
を
監
護
す
る
受
給
資
格
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
児
童
が
三
歳
に
達
し
た
日
の
属
す
る
月
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の
翌
月
の
初
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
た
と
き
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
起
算
し
て
五
年

を
経
過
し
た
と
き
（
同
日
に
お
い
て
三
歳
未
満
の
児
童
を
監
護
す
る
受
給
資
格
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
児
童
が
三
歳
に
達
し

た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
初
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
た
と
き
）
」
と
す
る
。

２

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
旧
法
の
規
定
に
よ
る
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
者
で
あ
っ
て
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
以

後
に
新
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
請
求
を
し
た
も
の
に
対
す
る
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
に
関
し
、
新
法
第
十

三
条
の
二
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
中
「
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
日
の
属
す
る
月
の

初
日
」
と
あ
る
の
は
、
「
平
成
十
五
年
四
月
一
日
」
と
す
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
五
条

前
三
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
い
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
検
討
）

第
六
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
状
況
を
勘
案
し
、
母
子
家
庭
等
の
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
観
点
か
ら
、
母
子
家

庭
等
の
児
童
の
親
の
当
該
児
童
に
つ
い
て
の
扶
養
義
務
の
履
行
を
確
保
す
る
た
め
の
施
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え

、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
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（
激
甚
災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

じ
ん

第
七
条

激
甚
災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
号
）
の
一
部

じ
ん

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「
第
十
九
条
の
六
第
一
項
」
を
「
第
三
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「

第
十
九
条
の
六
第
二
項
」
を
「
第
三
十
七
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
第
十
九
条
の
五
第
二
項
並
び
に
第
十
九

条
の
六
第
二
項
」
を
「
第
三
十
六
条
第
二
項
並
び
に
第
三
十
七
条
第
二
項
」
に
、
「
第
十
九
条
の
五
第
二
項
中
」
を
「
第
三

十
六
条
第
二
項
中
」
に
、
「
第
十
九
条
の
六
第
二
項
第
一
号
」
を
「
第
三
十
七
条
第
二
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。
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理

由

近
年
に
お
け
る
離
婚
の
急
増
等
母
子
家
庭
等
を
め
ぐ
る
諸
状
況
の
変
化
に
か
ん
が
み
、
母
子
家
庭
等
の
自
立
を
促
進
す
る
た

め
、
総
合
的
な
母
子
家
庭
等
対
策
を
推
進
す
る
一
環
と
し
て
、
子
育
て
支
援
の
充
実
、
就
業
支
援
の
強
化
、
扶
養
義
務
の
履
行

の
確
保
、
児
童
扶
養
手
当
制
度
の
見
直
し
等
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ

る
。


